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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 歯 科 治 療 装 置 の ノ ズ ル 要 素 （ １ ） で あ っ て 、
　 長 尺 方 向 （ Ｌ ） に 細 長 く 、 歯 周 ポ ケ ッ ト （ ７ ） に 少 な く と も 部 分 的 に 挿 入 さ れ る よ う に  
構 成 さ れ て い る 基 体 （ ２ ） と 、
　 粉 末 ガ ス 混 合 物 （ １ ２ ） を 運 搬 す る た め の 第 １ の 供 給 チ ャ ネ ル （ １ ０ ） で あ っ て 、 前 記  
基 体 （ ２ ） の 内 部 に 組 み 込 ま れ る 、 第 １ の 供 給 チ ャ ネ ル （ １ ０ ） と 、
　 前 記 粉 末 ガ ス 混 合 物 （ １ ２ ） を 噴 出 す る た め に 前 記 基 体 （ ２ ） の 端 部 領 域 （ Ｅ ） に あ る  
前 記 第 １ の 供 給 チ ャ ネ ル （ １ ０ ） の 第 １ の 出 口 開 口 部 （ １ １ ） で あ っ て 、 前 記 長 尺 方 向 （  
Ｌ ） に 対 し て 傾 斜 し て い る 第 １ の 噴 出 方 向 （ Ｅ １ ） に 前 記 粉 末 ガ ス 混 合 物 （ １ ２ ） を 横 方  
向 に 噴 出 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 第 １ の 出 口 開 口 部 （ １ １ ） と 、
　 少 な く と も １ つ の 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル で あ っ て 、 空 気 が 、 前 記 基 体 （ ２ ） に 沿 っ て 、 ま た  
は 前 記 基 体 （ ２ ） の 内 部 に 流 れ 込 む こ と に よ っ て 、 歯 周 ポ ケ ッ ト か ら 流 れ る 、 ま た は 流 出  
す る こ と を 可 能 に す る た め に 、 前 記 基 体 （ ２ ） の 前 記 端 部 領 域 （ Ｅ ） の 前 記 基 体 （ ２ ） の  
前 （ 遠 位 ） 側 （ Ｆ ） ま で 延 び る 、 少 な く と も １ つ の 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル と 、 を 備 え る 、
　 ノ ズ ル 要 素 （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル は 、 前 記 基 体 （ ２ ） の 前 記 端 部 領 域 （ Ｅ ） の 前  
記 基 体 （ ２ ） の 前 （ 遠 位 ） 側 （ Ｆ ） ま で 延 在 す る 溝 （ １ ４ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請  
求 項 １ に 記 載 の ノ ズ ル 要 素 （ １ ） 。

請求項の数　15　（全14頁）
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【 請 求 項 ３ 】
　 流 体 （ ２ ２ ） を 運 搬 す る た め の 第 ２ の 供 給 チ ャ ネ ル （ ２ ０ ） は 、 前 記 基 体 （ ２ ） の 内 部  
に 組 み 込 ま れ 、 前 記 第 ２ の 供 給 チ ャ ネ ル （ ２ ０ ） は 、 前 記 基 体 （ ２ ） の 前 記 端 部 領 域 （ Ｅ  
） の 前 記 基 体 （ ２ ） の 前 （ 遠 位 ） 側 （ Ｆ ） で 前 記 流 体 （ ２ ２ ） を 第 ２ の 噴 出 方 向 （ Ｅ ２ ）  
に 噴 出 す る た め の 第 ２ の 出 口 開 口 部 （ ２ １ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は  
２ に 記 載 の ノ ズ ル 要 素 （ １ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 基 体 （ ２ ） は 、 前 記 第 １ の 供 給 チ ャ ネ ル （ １ ０ ） を 形 成 し て い る 第 １ の 導 管 （ ７ １  
） と 、 前 記 第 ２ の 供 給 チ ャ ネ ル （ ２ ０ ） を 形 成 し て い る 第 ２ の 導 管 （ ７ ２ ） と で 形 成 さ れ  
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の ノ ズ ル 要 素 （ １ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 基 体 （ ２ ） は 、 少 な く と も 第 １ の 側 壁 （ ４ １ ） と 、 任 意 で 第 ２ ま た は そ れ 以 上 の 、  
長 尺 方 向 （ Ｌ ） に 垂 直 な 方 向 に 前 記 第 １ の 側 壁 （ ４ １ ） に 相 対 す る 側 壁 （ ４ ２ ） と を 有 し  
、 前 記 第 １ の 側 壁 （ ４ １ ） お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ ま た は そ れ 以 上 の 側 壁 の う ち の 第 ２ の  
側 壁 （ ４ ２ ） は 、 使 用 中 に 歯 の 表 面 に 接 触 す る た め の 少 な く と も ２ つ の 接 触 点 （ Ｃ ） を 有  
し 、 前 記 第 １ の 側 壁 （ ４ １ ） は 、 前 記 第 １ の 側 壁 （ ４ １ ） と 前 記 第 １ の 側 壁 （ ４ １ ） に あ  
る 前 記 ２ つ の 接 触 点 （ Ｃ ） の 間 の 想 像 上 の 第 １ の 線 （ ５ １ ） と を 境 界 と す る 第 １ の 凹 部 （  
Ｓ １ ） を 有 し 、 か つ ／ ま た は 前 記 第 ２ の 側 壁 （ ４ ２ ） は 、 前 記 第 ２ の 側 壁 （ ４ ２ ） と 前 記  
第 ２ の 側 壁 （ ４ ２ ） に あ る 前 記 ２ つ の 接 触 点 （ Ｃ ） の 間 の 想 像 上 の 第 ２ の 線 （ ５ ２ ） と を  
境 界 と す る 第 ２ の 凹 部 （ Ｓ ２ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項  
に 記 載 の ノ ズ ル 要 素 （ １ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 側 壁 （ ４ １ ） の 第 １ の 表 面 （ ６ １ ） は 、 前 記 第 １ の 凹 部 （ Ｓ １ ） に 割 り 当 て  
ら れ 、 前 記 第 ２ の 側 壁 （ ４ ２ ） の 第 ２ の 表 面 （ ６ ２ ） は 、 前 記 第 ２ の 凹 部 （ Ｓ ２ ） に 割 り  
当 て ら れ 、 前 記 ノ ズ ル 要 素 （ １ ） の 合 計 表 面 に 対 す る 前 記 第 １ の 表 面 （ ６ １ ） と 前 記 第 ２  
の 表 面 （ ６ ２ ） と の 和 の 比 率 の 値 は 、 １ ～ ２ ０ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記  
載 の ノ ズ ル 要 素 （ １ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 側 壁 （ ４ １ ） の 第 １ の 表 面 （ ６ １ ） は 、 前 記 第 １ の 凹 部 （ Ｓ １ ） に 割 り 当 て  
ら れ 、 前 記 第 ２ の 側 壁 （ ４ ２ ） の 第 ２ の 表 面 （ ６ ２ ） は 、 前 記 第 ２ の 凹 部 （ Ｓ ２ ） に 割 り  
当 て ら れ 、 前 記 第 １ の 表 面 （ ６ １ ） お よ び 第 ２ の 表 面 （ ６ ２ ） の 和 は 、 ０ ． ０ １ ～ １ ｍ ｍ  
２ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の ノ ズ ル 要 素 （ １ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 １ の 噴 出 方 向 （ Ｅ １ ） に 平 行 な 方 向 に 測 定 さ れ る 前 記 第 １ の 側 壁 （ ４ １ ） と 前 記 第 ２  
の 側 壁 （ ４ ２ ） と の 間 の 距 離 は 、 前 記 第 １ の 噴 出 方 向 （ Ｅ １ ） お よ び 前 記 長 尺 方 向 （ Ｌ ）  
に 垂 直 な 方 向 に 沿 っ て 調 整 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載  
の ノ ズ ル 要 素 （ １ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 長 尺 方 向 （ Ｌ ） に 垂 直 な 断 面 に 、 前 記 基 体 （ ２ ） は 、 前 記 第 １ の 側 壁 （ ４ １ ） と 前  
記 第 ２ の 側 壁 （ ４ ２ ） と の 間 に 最 短 距 離 （ Ｉ ） を 有 し 、 前 記 最 短 距 離 （ Ｉ ） は 少 な く と も  
０ ． ２ ｍ ｍ で あ り 、 か つ ／ ま た は 、 前 記 第 １ の 凹 部 （ Ｓ １ ） は 、 前 記 ２ つ の 接 触 点 （ Ｃ ）  
の 間 に あ る 前 記 第 １ の 側 壁 （ ４ １ ） と 前 記 想 像 上 の 第 １ の 線 （ ５ １ ） と の 間 に 第 １ の 凹 部  
の 最 大 深 さ （ ｄ １ ） を 有 し 、 前 記 第 ２ の 凹 部 （ Ｓ ２ ） は 、 前 記 ２ つ の 接 触 点 （ Ｃ ） の 間 に  
あ る 前 記 第 ２ の 側 壁 （ ４ ２ ） と 前 記 想 像 上 の 第 ２ の 線 （ ５ ２ ） と の 間 に 第 ２ の 凹 部 の 最 大  
深 さ （ ｄ ２ ） を 有 し 、 前 記 想 像 上 の 第 １ の 線 （ ５ １ ） と 前 記 想 像 上 の 第 ２ の 線 （ ５ ２ ） と  
の 間 の 合 計 距 離 （ Ｄ Ｔ ） に 対 す る 前 記 第 １ の 凹 部 の 深 さ （ ｄ １ ） と 前 記 第 ２ の 凹 部 の 深 さ  
（ ｄ ２ ） と の 和 の 比 率 の 値 は 、 ０ ． １ ～ ０ ． ９ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ ～ ８ の  
い ず れ か 一 項 に 記 載 の ノ ズ ル 要 素 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 基 体 （ ２ ） は 、 弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ 、 か つ ／ ま た は 一 体 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴  
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と す る 、 請 求 項 ５ ～ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ノ ズ ル 要 素 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ノ ズ ル 要 素 （ １ ） は 、 前 記 ノ ズ ル 要 素 （ １ ） を ハ ン ド ピ ー ス ま た は 前 記 ハ ン ド ピ ー  
ス の ア ダ プ タ に 装 着 す る た め の 装 着 区 分 （ ３ ０ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ ～  
１ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ノ ズ ル 要 素 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 装 着 区 分 （ ３ ０ ） は 、 前 記 ハ ン ド ピ ー ス の 長 尺 方 向 の 延 長 部 が 前 記 第 １ の 側 壁 （ ４  
１ ） に 対 し て ４ ５ ° 未 満 の 角 度 で 傾 斜 す る よ う に 向 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴  
と す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の ノ ズ ル 要 素 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ の 側 壁 （ ４ １ ） お よ び 前 記 第 ２ の 側 壁 （ ４ ２ ） は 、 前 記 基 体 の 長 さ （ Ｌ Ｂ ） に  
わ た っ て 前 記 長 尺 方 向 （ Ｌ ） に 沿 っ て 互 い に 概 ね 平 行 に 延 在 し 、 前 記 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル は  
、 少 な く と も 前 記 基 体 （ ２ ） の 前 記 長 さ （ Ｌ Ｂ ） に わ た っ て 延 在 す る こ と を 特 徴 と す る 、  
請 求 項 ５ ～ １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ノ ズ ル 要 素 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ の 凹 部 （ Ｓ １ ） お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ の 凹 部 （ Ｓ ２ ） は 、 前 記 第 １ の 供 給 チ  
ャ ネ ル （ １ ０ ） と 第 ２ の 供 給 チ ャ ネ ル （ ２ ０ ） と の 間 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請  
求 項 ５ ～ １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ノ ズ ル 要 素 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ノ ズ ル 要 素 （ １ ） を 有 す る 、
　 歯 科 治 療 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ノ ズ ル 要 素 お よ び そ の よ う な ノ ズ ル 要 素 を 有 す る 歯 科 治 療 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 先 行 技 術 で は 、 歯 科 治 療 装 置 、 特 に 歯 の 表 面 を 研 磨 す る こ と を 目 的 と す る 粉 末 噴 射 装 置  
の ノ ズ ル 要 素 が よ く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 あ る 特 定 の ノ ズ ル 要 素 、 例 え ば ド イ ツ 特 許 第 １ ０ ３ ３ １ ５ ８ ３ Ｂ ３ 号 （ 特 許 文 献 １ ） で  
知 ら れ て い る 。 該 ノ ズ ル 要 素 は 、 歯 根 の 表 面 の 少 な く と も 一 部 を 歯 肉 縁 下 ク リ ー ニ ン グ す  
る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 ノ ズ ル 要 素 を 歯 周 ポ ケ ッ ト に 挿 入 す る 必 要 が あ  
る た め 、 歯 肉 縁 下 ク リ ー ニ ン グ の た め に ノ ズ ル 要 素 を 用 い る こ と に は い く つ か の 課 題 が 伴  
う 。 特 に 、 治 療 を 最 適 な 条 件 で 行 う た め に 、 ノ ズ ル 要 素 は 適 切 な 機 械 特 性 （ 例 え ば 剛 性 ）  
を 備 え て い る 必 要 が あ る 。 し た が っ て 、 こ の ノ ズ ル 要 素 は 、 細 長 い 基 体 を 有 し 、 ド イ ツ 特  
許 第 １ ０ ３ ３ １ ５ ８ ３ Ｂ ３ 号 （ 特 許 文 献 １ ） は 、 粉 末 ガ ス 混 合 物 を 横 方 向 に 噴 出 さ せ る こ  
と を 提 案 し て い る 。 こ の よ う に し て 、 噴 出 さ れ た 粉 末 ガ ス 混 合 物 は 、 ノ ズ ル 要 素 が 歯 周 ポ  
ケ ッ ト に 挿 入 さ れ る と き に 歯 根 の 表 面 に 向 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 歯 肉 縁 下 ク リ ー ニ ン グ に 用 い る ノ ズ ル 要 素 の 別 の 課 題 は 、 リ ス ク す な わ  
ち 皮 下 気 腫 を 軽 減 す る こ と で あ る 。 こ の よ う な 皮 下 気 腫 は 、 細 菌 感 染 、 す な わ ち 菌 血 症 を  
引 き 起 こ す お そ れ が あ り 、 歯 肉 縁 下 の 空 気 研 磨 の 主 な リ ス ク の 代 表 で あ る 。 粉 末 ガ ス 混 合  
物 を 横 方 向 に 噴 出 す る こ と は 皮 下 気 腫 の リ ス ク を 軽 減 す る が 、 本 発 明 の 目 的 は 、 皮 下 気 腫  
の リ ス ク を さ ら に 軽 減 す る ノ ズ ル 要 素 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 ド イ ツ 特 許 第 １ ０ ３ ３ １ ５ ８ ３ Ｂ ３ 号
【 発 明 の 概 要 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 目 的 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の ノ ズ ル 要 素 お よ び 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 歯 科 治 療 装 置 に よ  
っ て 達 成 さ れ る 。 好 適 な 実 施 形 態 は 、 従 属 請 求 項 、 本 文 お よ び 図 面 に 組 み 込 ま れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 歯 科 治 療 装 置 、 特 に 、 歯 根 の 表 面 の 少 な く と も 一 部 を 歯  
肉 縁 下 ク リ ー ニ ン グ す る こ と を 目 的 と す る 歯 科 治 療 装 置 の ノ ズ ル 要 素 で あ っ て 、 長 尺 方 向  
に 細 長 く 、 歯 周 ポ ケ ッ ト に 少 な く と も 部 分 的 に 挿 入 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 基 体 と 、  
粉 末 ガ ス 混 合 物 を 運 搬 す る た め の 第 １ の 供 給 チ ャ ネ ル で あ っ て 、 基 体 の 内 部 に 組 み 込 ま れ  
る 、 第 １ の 供 給 チ ャ ネ ル と 、 粉 末 ガ ス 混 合 物 を 噴 出 す る た め に 細 長 い 基 体 の 端 部 領 域 に あ  
る 該 第 １ の 供 給 チ ャ ネ ル の 第 １ の 出 口 開 口 部 で あ っ て 、 好 ま し く は 、 長 尺 方 向 に 対 し て 傾  
斜 し て い る 第 １ の 噴 出 方 向 に 粉 末 ガ ス 混 合 物 を 横 方 向 に 噴 出 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 第 １  
の 出 口 開 口 部 と 、 を 有 し 、 ノ ズ ル 要 素 は 、 好 ま し く は 少 な く と も 基 体 の 端 部 領 域 に 、 少 な  
く と も １ つ の 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル の 少 な く と も 一 部 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 ノ ズ ル 要  
素 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 先 行 技 術 と は 対 照 的 に 、 本 発 明 に よ る ノ ズ ル 要 素 は 、 好 ま し く は 少 な く と も 基 体 の 端 部  
領 域 に 、 か つ ／ ま た は 基 体 の 長 さ に 沿 っ て 、 少 な く と も １ つ の 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル を 実 現 す  
る 。 該 少 な く と も １ つ の 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル は 、 基 体 の 端 部 領 域 で 圧 力 を 下 げ る 。 さ も な け  
れ ば 、 こ の 圧 力 低 下 は ノ ズ ル 要 素 の 使 用 中 に 歯 周 ポ ケ ッ ト で 起 こ る 。 こ の 少 な く と も １ つ  
の 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル は 、 ノ ズ ル 要 素 が 挿 入 さ れ る 歯 周 ポ ケ ッ ト 以 上 の 長 さ を 少 な く と も 有  
す る 寸 法 で あ る 必 要 が あ る 。 歯 周 ポ ケ ッ ト の 中 の 圧 力 を ０ ． ８ バ ー ル （ 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル  
が な い ノ ズ ル 要 素 の 場 合 ） か ら 約 ３ ０ ％ 低 下 さ せ る こ と が 可 能 で あ る こ と が わ か っ た 。 皮  
下 気 腫 は 、 主 に 汚 染 さ れ た 空 気 お よ び 細 菌 の 浸 透 の 影 響 を 受 け る た め 、 本 発 明 に よ る ノ ズ  
ル 要 素 に よ っ て ポ ケ ッ ト の 中 の 圧 力 を 下 げ る こ と で 、 該 皮 下 気 腫 の リ ス ク が 有 利 に 軽 減 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 歯 肉 縁 下 ク リ ー ニ ン グ に 適 す る よ う に 、 ノ ズ ル 要 素 、 特 に 基 体 は 、 ノ ズ ル 要 素 を 歯 周 ポ  
ケ ッ ト に 少 な く と も 部 分 的 に 挿 入 で き る よ う に 構 成 さ れ る 必 要 が あ る 。 し た が っ て 、 特 に  
基 体 は 、 挿 入 方 向 に 沿 っ て 測 定 さ れ る 挿 入 長 さ の 分 だ け ノ ズ ル 要 素 を 歯 周 ポ ケ ッ ト に 挿 入  
で き る よ う に 構 成 さ れ 、 挿 入 方 向 に 沿 っ て 測 定 さ れ る 歯 周 ポ ケ ッ ト の 全 長 に 対 す る 挿 入 長  
さ の 比 率 は 、 少 な く と も ０ ． ５ 、 好 ま し く は 少 な く と も ０ ． ７ で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は  
少 な く と も ０ ． ８ で あ る 。 さ ら に 、 ノ ズ ル の 断 面 に は 、 拡 張 し て い く 断 面 が な い 。 す な わ  
ち 長 尺 方 向 に 沿 っ て 測 定 さ れ る 断 面 は 縮 小 す る か 、 第 １ の 出 口 開 口 部 に 向 か っ て 少 な く と  
も 一 定 で あ る 。 例 え ば 、 ノ ズ ル 要 素 の 断 面 は 、 第 １ の 出 口 開 口 部 の 方 向 に 小 さ く な っ て い  
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 ノ ズ ル 要 素 に は キ ャ ッ プ が な い 。 す な わ ち ノ ズ ル 要 素 の 前 方 端 部 、 特 に 細 長 い  
基 体 の 前 方 端 部 に は キ ャ ッ プ が 構 成 さ れ て い な い 。 例 え ば 、 ノ ズ ル 要 素 は 、 特 に 細 長 い 基  
体 の 端 部 領 域 で 一 体 品 、 す な わ ち 、 ノ ズ ル 要 素 を 破 壊 し な い 限 り サ ブ 構 成 要 素 に 分 割 で き  
な い 単 位 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の ほ か 、 第 １ の 出 口 開 口 部 は 、 細 長 い 基 体 の 一 部 で あ る 。 好 ま し く は 、 細 長 い 基 体 は  
、 直 線 状 で あ る 。 す な わ ち 湾 曲 領 域 が な い 。 こ れ に よ り 、 ノ ズ ル 要 素 を 歯 周 ポ ケ ッ ト に 挿  
入 す る の を サ ポ ー ト す る 。 さ ら に 、 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル は 、 長 尺 方 向 に 対 向 す る 前 方 端 部 で  
、 好 ま し く は 基 体 の 前 方 端 部 で 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 先 行 技 術 に 加 え て 、 ま た は 先 行 技 術 と は 対 照 的 に 、 本 発 明 に よ る ノ ズ ル 要 素 に よ り 、 ノ  
ズ ル を 歯 周 ポ ケ ッ ト に 挿 入 す る 場 合 の 治 療 に 必 要 な ノ ズ ル の 機 械 的 特 徴 を 失 わ ず に 、 少 な  
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く と も １ つ の 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル の 存 在 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 「 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル 」 と い う 用 語 は 、 空 気 が 、 基 体 に 沿 っ て 、 ま た は 基 体  
の 内 部 に 流 れ 込 む こ と に よ っ て 、 歯 周 ポ ケ ッ ト か ら 、 特 に 空 気 ガ ス 混 合 物 が 噴 出 さ れ る 歯  
周 ポ ケ ッ ト の 底 部 か ら 流 れ る 、 ま た は 流 出 す る こ と を 可 能 に す る 基 体 の あ ら ゆ る 構 造 を 表  
す 。 特 に 、 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル は 、 空 気 が 第 １ の 出 口 開 口 部 か ら 出 て 歯 周 ポ ケ ッ ト か ら 流 れ  
る の を 確 立 す る か 可 能 に す る 基 体 の あ ら ゆ る 構 造 を 含 む 。 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル は 、 基 体 の 内  
部 で 少 な く と も 部 分 的 に 延 在 す る チ ャ ネ ル ま た は 孔 に よ っ て 実 現 さ れ る 可 能 性 も あ る 。 圧  
力 解 放 チ ャ ネ ル は 、 好 ま し く は 基 体 の 長 さ に 沿 っ て 延 在 し 、 歯 周 ポ ケ ッ ト 以 上 の 長 さ を 有  
す る 。 た だ し 、 こ れ よ り 短 い 長 さ も 可 能 で あ る 。 例 え ば 端 部 か ら 歯 周 ポ ケ ッ ト が 少 し 開 い  
て 空 気 を 解 放 す る 領 域 ま で で 、 こ の 場 合 、 空 気 は 歯 周 ポ ケ ッ ト か ら 流 れ る 、 ま た は 流 出 す  
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 基 体 は 、 歯 周 ポ ケ ッ ト に 挿 入 す る こ と が 可 能 な 細 長 く 平 坦 な 基 体 を 形 成 す  
る 。 「 細 長 い 」 と い う 用 語 は 、 基 体 の 長 尺 方 向 の 長 さ が 、 長 尺 方 向 に 垂 直 な 方 向 に 測 定 さ  
れ る 基 体 の 直 径 の 少 な く と も ５ 倍 よ り も 長 い こ と を 意 味 す る 。 「 端 部 領 域 」 と い う 用 語 は  
、 特 に 、 第 １ の 出 口 開 口 部 を 含 む 基 体 の 区 分 を 指 す 。 好 ま し く は 、 端 部 領 域 は 、 使 用 中 に  
歯 周 ポ ケ ッ ト の 底 部 に 対 向 し て い る 基 体 の 遠 位 端 か ら 長 尺 方 向 に 最 大 ５ ｍ ｍ 、 さ ら に 好 ま  
し く は 最 大 ２ ． ５ ｍ ｍ 、 最 も 好 ま し く は 最 大 １ ． ５ ｍ ｍ に わ た っ て 延 在 し て い る 。 特 に 、  
「 組 み 込 ま れ る 」 と い う 用 語 は 、 第 １ の 供 給 チ ャ ネ ル が 基 体 の 内 部 に 含 ま れ て い る こ と を  
意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ノ ズ ル 要 素 は さ ら に 、 ハ ン ド ピ ー ス に 可 逆 的 に 装 着 で き る よ う に 構 成 さ れ て よ く 、 あ る  
い は 、 ハ ン ド ピ ー ス の 一 体 部 分 で あ る 。 好 ま し く は 、 基 体 は 、 第 １ の 側 壁 お よ び 第 ２ の 側  
壁 を 有 し 、 ノ ズ ル 要 素 の 使 用 時 に は 、 第 １ の 側 壁 は 歯 の 表 面 と 対 向 し 、 第 ２ の 側 壁 は 歯 齦  
と 対 向 す る 。 好 ま し く は 、 第 １ の 出 口 は 、 第 １ の 側 壁 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 側 壁 に 組 み 込  
ま れ る 。 さ ら に 、 複 数 の 第 １ の 出 口 を 第 １ の 側 壁 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 側 壁 に 設 け る こ と  
を 構 想 で き る 。 例 え ば 、 複 数 の 第 １ の 出 口 は 、 長 尺 方 向 の 同 じ 高 さ に 構 成 さ れ る か 、 互 い  
に 長 尺 方 向 に ず れ て い る 。 第 １ の 出 口 は 、 好 ま し く は 、 長 尺 方 向 に 垂 直 な 平 面 の 環 状 方 向  
に 沿 っ て 均 等 に 分 布 す る こ と が 想 定 さ れ る 。 特 に 、 粉 末 ガ ス 混 合 物 は 、 長 尺 方 向 に 対 し て  
傾 斜 し て い る 第 １ の 噴 出 方 向 に 第 １ の 出 口 か ら 噴 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 少 な く と も １ つ の 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル の 部 分 が 、 基 体 の 外 面 の  
形 状 、 特 に 基 体 の 端 部 領 域 に 延 在 す る 溝 に よ っ て 形 成 さ れ る こ と が 想 定 さ れ る 。 例 え ば 溝  
は 、 Ｕ 字 型 、 Ｃ 字 型 か つ ／ ま た は Ｖ 字 型 で 、 外 面 に 沿 っ て 長 尺 方 向 に 延 在 す る 。 圧 力 解 放  
チ ャ ネ ル を 基 体 の 外 形 で 実 現 す る こ と に よ り 、 基 体 の 内 部 に そ れ 以 上 チ ャ ネ ル を 含 め る 必  
要 が な い 。 さ ら に 、 溝 に は 自 由 に ア ク セ ス で き る た め 、 例 え ば ブ ロ ッ ク し て い る 要 素 を 圧  
力 解 放 チ ャ ネ ル か ら 除 去 す る こ と で 外 面 を 簡 単 に ク リ ー ニ ン グ で き る 。 ノ ズ ル 要 素 の 使 用  
中 、 溝 ま た は 凹 部 は 、 歯 、 特 に 歯 根 に 対 向 す る 。 好 ま し く は 、 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル は 、 第 １  
の 側 壁 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 側 壁 に 含 ま れ 、 例 え ば 、 基 体 は 、 少 な く と も ２ つ の 溝 を 有 し  
、 各 溝 が 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル を 形 成 す る 。 好 ま し く は 、 １ つ の 溝 が 第 １ の 側 壁 に 含 ま れ 、 か  
つ ／ ま た は １ つ の 溝 が 第 ２ の 側 壁 に 組 み 込 ま れ 、 第 １ の 側 壁 の 溝 お よ び 第 ２ の 側 壁 の 溝 は  
、 好 ま し く は 互 い に 相 対 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 さ ら に 、 溝 は 、 第 １ の 側 壁 に 平 行 な 方 向  
に 測 定 さ れ る 第 １ の 側 壁 の 中 位 に 構 成 さ れ る 。 こ の ほ か 、 長 尺 方 向 に 垂 直 な 平 面 上 で 測 定  
さ れ る 溝 ま た は 凹 部 の 断 面 は 、 概 ね 一 定 の ま ま で あ る か 、 ノ ズ ル 要 素 の 遠 位 端 部 領 域 か ら  
近 位 端 部 ま で 長 尺 方 向 に 沿 っ て 増 大 す る 。 第 １ の 側 壁 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 側 壁 に 、 特 に  
互 い に 平 行 に 複 数 の 溝 を 設 け る こ と を 考 え る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 特 に 、 流 体 を 運 搬 す る た め の 第 ２ の 供 給 チ ャ ネ ル も 基 体 に 組 み 込 ま れ 、 第 ２ の 供 給 チ ャ  
ネ ル は 、 基 体 の 端 部 領 域 の 基 体 の 前 側 （ ま た は 遠 位 側 ） で 流 体 を 噴 出 す る た め の 第 ２ の 出  
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口 開 口 部 を 有 す る 。 第 ２ の 供 給 チ ャ ネ ル を 用 い る こ と に よ っ て 、 歯 周 ポ ケ ッ ト 、 特 に 歯 周  
ポ ケ ッ ト の 底 部 に 注 水 す る こ と が 有 利 に 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 流 体 、 好 ま し く は 、 水  
は 第 ２ の 噴 出 方 向 に 沿 っ て 噴 出 さ れ 、 第 ２ の 噴 出 方 向 は 、 基 体 の 長 尺 方 向 に 概 ね 平 行 で あ  
る 。 特 に 、 第 １ の 噴 出 方 向 は 、 第 ２ の 噴 出 方 向 に 対 し て 傾 斜 し て い る か 傾 い て い る 。 例 え  
ば 、 第 １ の 噴 出 方 向 は 、 第 ２ の 噴 出 方 向 に 垂 直 で あ る 。 さ ら に 、 第 １ の 供 給 チ ャ ネ ル お よ  
び 第 ２ の 供 給 チ ャ ネ ル は 、 長 尺 方 向 に 沿 っ て 互 い に 概 ね 平 行 に 延 在 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 長 尺 方 向 に 垂 直 な 平 面 で 測 定 さ れ る 第 １ の 供 給 チ ャ ネ ル の 断 面 は 、  
同 じ 平 面 で 測 定 さ れ る 第 ２ の 供 給 チ ャ ネ ル の 断 面 よ り も 大 き い 。 好 ま し く は 、 第 １ の 供 給  
チ ャ ネ ル お よ び 特 に 該 断 面 の 中 心 は 、 第 ２ の 供 給 チ ャ ネ ル の 隣 、 特 に 該 断 面 の 中 心 の 隣 に  
、 第 １ の 側 壁 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 側 壁 の 全 体 コ ー ス に 概 ね 平 行 な 方 向 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 基 体 は 、 第 １ の チ ャ ネ ル を 形 成 し て い る 第 １ の 導 管 と 、 第 ２ の チ  
ャ ネ ル を 形 成 し て い る 第 ２ の 導 管 と で 形 成 さ れ る こ と が 想 定 さ れ る 。 第 １ の 導 管 と 第 ２ の  
導 管 と を 互 い に 隣 り 合 わ せ て 配 置 す る こ と に よ っ て 、 凹 部 ま た は Ｖ 字 型 の 溝 を 基 体 の 外 面  
に 容 易 に 設 け る こ と が 有 利 に 可 能 で あ る 。 溝 が 端 部 領 域 ま で 延 在 す る た め に は 、 第 １ の 導  
管 と 第 ２ の 導 管 の 両 方 が 端 部 領 域 ま で 延 在 す る 必 要 が あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 第 １ の 導 管 お  
よ び 第 ２ の 導 管 は 、 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル が 端 部 領 域 お よ び ／ ま た は 第 １ の 出 口 ま で 延 在 す る  
こ と を 実 現 す る た め に 概 ね 同 じ 長 さ を 有 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 基 体 は 、 少 な く と も 第 １ の 側 壁 と 、 任 意 で 第 ２ ま た は そ れ 以  
上 の 側 壁 、 好 ま し く は 長 尺 方 向 に 垂 直 な 方 向 に 第 １ の 側 壁 に 相 対 す る 側 壁 と を 有 し 、 第 １  
の 側 壁 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 側 壁 は 、 使 用 中 に 歯 の 表 面 に 接 触 す る た め の 少 な く と も ２ つ  
の 接 触 点 を 有 し 、 第 １ の 側 壁 は 、 ２ つ の 接 触 点 の 間 に 、 特 に 第 １ の 側 壁 と 第 １ の 側 壁 に あ  
る ２ つ の 接 触 点 の 間 の 想 像 上 の 第 １ の 線 と を 境 界 と す る 第 １ の 凹 部 を 有 し 、 か つ ／ ま た は  
第 ２ の 側 壁 は 、 ２ つ の 接 触 点 の 間 に 、 特 に 第 ２ の 側 壁 と 第 ２ の 側 壁 に あ る ２ つ の 接 触 点 の  
間 の 想 像 上 の 第 ２ の 線 と を 境 界 と す る 第 ２ の 凹 部 を 有 す る こ と が 想 定 さ れ る 。 そ の た め 、  
有 利 に は 、 第 １ の 凹 部 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 凹 部 は 、 空 気 を 歯 周 ポ ケ ッ ト か ら 流 出 さ せ る  
た め に ２ つ の 接 触 点 の 間 に 設 け ら れ る 。 第 １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 凹 部 が な け れ ば 、 第 １  
の 側 壁 は 、 例 え ば 歯 と 接 触 し 、 封 止 す る 、 ま た は 押 し 付 け る 領 域 を 形 成 し て し ま い 、 空 気  
が ポ ケ ッ ト か ら 流 出 す る こ と が 妨 げ ら れ る 。 接 触 点 お よ び 凹 部 は 、 ル ー ラ ー な ど に よ っ て  
特 定 さ れ る こ と も あ り 、 ル ー ラ ー は 、 第 １ の 側 壁 に 当 接 す る ま で 第 １ お よ び ／ ま た は 第 ２  
の 側 壁 の 方 へ 動 く 。 好 ま し く は 、 第 １ の 側 壁 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 側 壁 は 、 複 数 の 接 触 点  
を 含 む 直 線 区 分 と 、 第 １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 側 壁 に 凹 部 を 形 成 す る 湾 曲 区 分 と を 有 す る  
。 好 ま し く は 、 直 線 区 分 の 合 計 は 、 第 １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 側 壁 の 湾 曲 区 分 よ り も 大 き  
い 。 好 ま し く は 、 第 １ の 側 壁 お よ び 第 ２ の 側 壁 は 、 互 い に 概 ね 平 行 に 延 在 し 、 か つ ／ ま た  
は 第 １ の 側 壁 と 第 ２ の 側 壁 と の 間 の 中 央 に 延 在 す る 平 面 に 対 し て 鏡 面 対 称 で あ る こ と が 想  
定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 特 に 、 第 １ の 凹 部 に は 第 １ の 表 面 が 割 り 当 て ら れ 、 第 ２ の 凹 部 に は 第 ２ の 表 面 が 割 り 当  
て ら れ 、 ノ ズ ル 要 素 の 合 計 表 面 に 対 す る 第 １ の 表 面 と 第 ２ の 表 面 と の 和 の 比 率 の 値 は 、 １  
～ ２ ０ ％ 、 好 ま し く は ２ ～ １ ５ ％ 、 最 も 好 ま し く は ３ ～ １ ０ ％ で あ る か 、 あ る い は ほ と ん  
ど の 場 合 は ７ ％ で さ え あ る 。 ノ ズ ル 要 素 の 合 計 表 面 は 、 チ ャ ネ ル を 含 む 基 体 の 合 計 面 積 で  
あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 該 比 率 は 、 第 １ の 凹 部 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 凹 部 の 深 さ を 特 定 す る 。 前 述 の 比 率 が 、 安  
定 し た ノ ズ ル 要 素 と 、 歯 周 ポ ケ ッ ト か ら 外 部 に 空 気 を 十 分 に 流 出 さ せ て 歯 周 ポ ケ ッ ト 内 の  
圧 力 を 大 幅 に 低 下 さ せ る 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル の 断 面 の 両 方 を 実 現 す る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 ま し く は 、 少 な く と も 第 １ の 凹 部 に は 第 １ の 表 面 が 割 り 当 て ら れ 、 第 ２ ま た は そ れ 以  
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上 の 凹 部 に は 第 ２ ま た は そ れ 以 上 の 表 面 が 割 り 当 て ら れ 、 凹 部 の 表 面 の 和 は 、 ０ ． ０ １ ～  
１ ｍ ｍ ２ 、 好 ま し く は ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ８ ｍ ｍ ２ で あ り 、 最 も 好 ま し く は ０ ． ０ ３ ～ ０ ． ２  
ｍ ｍ ２ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 好 ま し く は 、 第 １ の 噴 出 方 向 に 平 行 な 方 向 に 測 定 さ れ る 第 １ の 側 壁 と 第 ２ の 側 壁 と の 間  
の 距 離 は 、 第 １ の 噴 出 方 向 お よ び 長 尺 方 向 に 垂 直 な 方 向 で 調 整 さ れ る 。 す な わ ち 、 こ の 距  
離 は 増 減 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 長 尺 方 向 に 垂 直 な 断 面 で は 、 基 体 は 、 第 １ の 側 壁 と 第 ２ の 側 壁 と の 間 に 延 在 す  
る 最 少 の 直 径 を 有 し 、 こ の 最 少 の 直 径 ま た は 距 離 は 、 少 な く と も ０ ． ２ ｍ ｍ で あ り 、 か つ  
／ ま た は 、 第 １ の 凹 部 は 、 第 １ の 側 壁 と ２ つ の 接 触 点 の 間 に あ る 想 像 上 の 第 １ の 線 と の 間  
に 第 １ の 凹 部 の 最 大 深 さ を 有 し 、 第 ２ の 凹 部 は 、 第 ２ の 側 壁 と 接 触 点 の 間 に あ る 想 像 上 の  
第 ２ の 線 と の 間 に 第 ２ の 凹 部 の 最 大 深 さ を 有 し 、 想 像 上 の 第 １ の 線 と 想 像 上 の 第 ２ の 線 と  
の 間 の 合 計 距 離 に 対 す る 第 １ の 凹 部 の 深 さ と 第 ２ の 凹 部 の 深 さ と の 和 の 比 率 の 値 は 、 ０ ．  
１ ～ ０ ． ９ 、 好 ま し く は ０ ． ２ ～ ０ ． ５ で あ り 、 最 も 好 ま し く は ０ ． ３ ～ ０ ． ４ ５ で あ る  
か 、 あ る い は ほ と ん ど の 場 合 は ０ ． ３ ７ で さ え あ る こ と が 想 定 さ れ る 。 こ の 比 率 は 、 第 １  
の 供 給 チ ャ ネ ル と 第 ２ の チ ャ ネ ル と の 間 の 領 域 で の 基 体 の 厚 み を 特 定 す る 。 こ の よ う な 比  
率 が 、 安 定 し た 耐 久 性 の あ る ノ ズ ル 要 素 を 実 現 す る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 基 体 は 、 弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ 、 か つ ／ ま た は 一 体 に 形 成 さ  
れ る こ と が 想 定 さ れ る 。 弾 性 で あ る が 故 に 、 ノ ズ ル 要 素 は 、 例 え ば 損 傷 を 避 け る た め に 歯  
周 ポ ケ ッ ト 内 で わ ず か に 変 形 す る こ と が 可 能 で あ る 。 「 一 体 に 」 と い う 用 語 は 、 と り わ け  
ノ ズ ル 要 素 が 、 例 え ば 接 着 方 式 で 互 い に 接 続 し て い る い く つ か の 異 な る 構 成 要 素 か ら 成 り  
立 っ て い る こ と を 意 味 す る 。 代 わ り に 、 ノ ズ ル 要 素 を 一 体 部 品 と し て 成 形 す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 ノ ズ ル 要 素 は 、 ノ ズ ル 要 素 を ハ ン ド ピ ー ス ま た は ハ ン ド ピ ー ス の ア ダ プ タ に 装  
着 す る た め の 装 着 区 分 を 有 す る こ と が 想 定 さ れ る 。 そ の た め 、 ノ ズ ル 要 素 は 、 ハ ン ド ピ ー  
ス ま た は 空 気 研 磨 装 置 、 特 に 粉 末 噴 射 装 置 に 容 易 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 好 ま し く は 、 装 着 区 分 は 、 ハ ン ド ピ ー ス の 長 尺 方 向 の 延 長 部 が 第 １ の 側 壁 に 対 し て 約 ４  
５ ° 未 満 、 さ ら に 好 ま し く は ２ ５ ° 未 満 、 最 も 好 ま し く は １ ５ ° 未 満 の 角 度 で 傾 斜 す る よ  
う に 向 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ る こ と が 想 定 さ れ る 。 そ の 結 果 、 ハ ン ド ピ ー ス は 、 使 用 中  
に 使 用 者 が ノ ズ ル 要 素 お よ び 歯 周 ポ ケ ッ ト を 自 由 に 見 ら れ る よ う な 向 き に な る 。 と い う の  
も 、 ハ ン ド ピ ー ス は 見 え る 方 向 に 配 置 さ れ て い な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 第 １ の 側 壁 お よ び 第 ２ の 壁 は 、 基 体 の 長 さ に わ た っ て 長 尺 方 向 に 沿 っ て 互 い に  
概 ね 平 行 に 延 在 し 、 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル は 、 少 な く と も 基 体 の 長 さ に わ た っ て 、 好 ま し く は  
基 体 の 全 長 に わ た っ て 延 在 す る こ と を 構 想 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ の 凹 部 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 凹 部 は 、 第 １ の チ ャ ネ ル と 第 ２ の チ ャ ネ ル と の 間 に 配  
置 さ れ る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 本 発 明 に よ る ノ ズ ル 要 素 を 有 す る 歯 科 治 療 装 置 、 特 に ガ ス 粉 末 噴  
射 装 置 に 関 す る 。 文 脈 で 言 及 し た す べ て の 特 徴 お よ び 利 点 ま た は ノ ズ ル 要 素 は 、 歯 科 治 療  
装 置 に も 同 様 に 当 て は ま り 、 こ の 逆 も 当 て は ま る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま だ 明 示 的 に 記 載 し て い な い い か な る 場 合 も 、 本 発 明 に 記 載 し た 範 囲 を 限 定 し た り 拡 大  
し た り し な い 限 り 、 個 々 の 実 施 形 態 ま た は そ の 個 々 の 態 様 お よ び 特 徴 を 互 い に 組 み 合 わ せ  
た り 入 れ 替 え た り で き る が 、 こ れ は 、 そ の よ う な 組 み 合 わ せ ま た は 入 れ 替 え に 意 味 が あ り  
、 本 発 明 の 趣 旨 に 沿 っ て い る 場 合 で あ る 。 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 に 関 し て 記 載 し て い る  
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利 点 は 、 適 用 可 能 な 場 合 は い つ で も 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 利 点 で も あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 動 作 中 で あ る 本 発 明 の 第 １ の 好 適 な 実 施 形 態 に よ る ノ ズ ル 要 素 の 概 略 側 面 図 で あ  
る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 好 適 な 実 施 形 態 に よ る ノ ズ ル 要 素 の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 好 適 な 実 施 形 態 に よ る ノ ズ ル 要 素 の 別 の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ の 好 適 な 実 施 形 態 に よ る ノ ズ ル 要 素 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ４ の 好 適 な 実 施 形 態 に よ る ノ ズ ル 要 素 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ に は 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に よ る 、 特 に 使 用 中 の ノ ズ ル 要 素 １ を 示 し て い る 。  
好 ま し く は 、 ノ ズ ル 要 素 １ は 、 歯 肉 縁 下 ク リ ー ニ ン グ 、 特 に 歯 根 ３ の 空 気 研 磨 を 目 的 と す  
る 。 動 作 中 、 こ の よ う な ノ ズ ル 要 素 １ は 、 歯 齦 ４ ま た は 歯 肉 と 歯 根 ３ と で 形 成 さ れ る 歯 周  
ポ ケ ッ ト ７ の 中 に 配 置 さ れ る 。 歯 根 ３ の 表 面 の ク リ ー ニ ン グ を 行 う た め 、 治 療 し よ う と す  
る 表 面 領 域 の 一 箇 所 の 近 く に 配 置 さ れ て い る ノ ズ ル 要 素 １ か ら 粉 末 ガ ス 混 合 物 １ ２ が 噴 出  
さ れ る 。
　 特 に 、 ノ ズ ル 要 素 １ は 、 基 体 ２ を 有 し 、 基 体 ２ は 、 第 １ の 側 壁 ４ １ お よ び 第 ２ の 側 壁 ４  
２ を 有 す る 。 特 に 、 動 作 中 、 第 １ の 側 壁 ４ １ は 歯 根 ３ に 対 向 し 、 第 ２ の 側 壁 ４ ２ は 歯 齦 ４  
に 対 向 す る こ と が 想 定 さ れ る 。 好 ま し く は 、 第 １ の 側 壁 ４ １ お よ び 第 ２ の 側 壁 ４ ２ は 、 概  
ね 互 い 平 行 に 延 在 し 、 長 尺 方 向 Ｌ に 細 長 い 概 ね 平 坦 な 基 体 ２ を 形 成 す る 。 す な わ ち 長 尺 方  
向 Ｌ に 平 行 な 方 向 に 測 定 さ れ る 第 １ の 側 壁 ４ １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 側 壁 ４ ２ の 長 さ は 、  
第 １ の 側 壁 ４ １ と 第 ２ の 側 壁 ４ ２ と の 間 で 長 尺 方 向 Ｌ に 垂 直 な 方 向 に 測 定 さ れ る ノ ズ ル 要  
素 １ の 幅 Ｗ よ り も 大 き く 、 好 ま し く は こ の 幅 の ４ 倍 よ り も 長 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 基 体 ２ は 、 ノ ズ ル 要 素 １ の 使 用 中 に 歯 周 ポ ケ ッ ト の 底 部 ８ に 対 向 す る 基 体 ２ の 前 側 ま た  
は 遠 位 側 Ｆ に 向 か っ て 、 特 に 第 １ の 側 壁 ４ １ と 第 ２ の 側 壁 ４ ２ と が 互 い に 対 し て 斜 め に な  
る 配 置 に よ っ て 長 尺 方 向 Ｌ に 沿 っ て 先 細 り に な る こ と も 構 想 可 能 で あ る 。 特 に 、 基 体 ２ の  
端 部 領 域 Ｅ は 、 使 用 中 に 歯 周 ポ ケ ッ ト の 底 部 ８ に 対 向 し て い る 前 側 ま た は 遠 位 側 Ｆ を 含 む  
。 基 体 ２ の 広 が り が 概 ね 平 坦 で あ る た め に 、 ノ ズ ル 要 素 １ は 、 治 療 し よ う と す る 歯 根 ３ の  
歯 の 表 面 領 域 に 自 由 に ア ク セ ス で き る よ う に 歯 周 ポ ケ ッ ト ７ に 挿 入 す る こ と が 可 能 で あ る
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 好 ま し く は 、 粉 末 ガ ス 混 合 物 １ ２ は 、 基 体 ２ の 端 部 領 域 Ｅ で 第 １ の 側 壁 ４ １ に 組 み 込 ま  
れ て い る 第 １ の 出 口 開 口 部 １ １ か ら 横 方 向 に 噴 出 さ れ る こ と が 想 定 さ れ る 。 こ の よ う な 横  
方 向 の 噴 出 を 実 現 す る た め に 、 第 １ の 側 壁 ４ １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 側 壁 ４ ２ は 、 該 第 １  
の 出 口 開 口 部 １ １ を 含 む 。 さ ら に 、 粉 末 ガ ス 混 合 物 １ ２ は 、 基 体 ２ に 組 み 込 ま れ て い る 第  
１ の 供 給 チ ャ ネ ル １ ０ を 介 し て 第 １ の 出 口 開 口 部 １ １ ま で 運 搬 さ れ る こ と が 想 定 さ れ る 。  
と り わ け 、 流 体 ２ ２ 、 好 ま し く は 水 を 第 ２ の 出 口 開 口 部 ２ １ ま で 運 搬 す る た め に 、 第 ２ の  
供 給 チ ャ ネ ル ２ ０ が 基 体 ２ の 中 に 追 加 で 組 み 込 ま れ る 。
　 第 １ の 出 口 開 口 部 １ １ と は 対 照 的 に 、 第 ２ の 出 口 開 口 部 ２ １ は 、 基 体 ２ の 前 側 Ｆ に 設 け  
ら れ 、 ノ ズ ル 要 素 １ の 使 用 中 に 流 体 ２ ２ を 歯 周 ポ ケ ッ ト の 底 部 ８ の 方 へ 噴 出 す る 。 そ の 結  
果 、 ガ ス 粉 末 混 合 物 １ ２ は 、 ノ ズ ル 要 素 １ に よ っ て 第 １ の 出 口 開 口 部 １ １ か ら 第 １ の 噴 出  
方 向 Ｅ １ に 噴 出 さ れ 、 流 体 ２ ２ は 、 ノ ズ ル 要 素 １ に よ っ て 第 ２ の 出 口 開 口 部 ２ ２ か ら 第 ２  
の 噴 出 方 向 Ｅ ２ に 噴 出 さ れ 、 第 １ の 噴 出 方 向 Ｅ １ お よ び 第 ２ の 噴 出 方 向 Ｅ ２ は 、 互 い に 平  
行 で は な い 、 ま た は 少 な く と も ゼ ロ 以 外 の 角 度 を 形 成 す る 。 特 に 、 第 １ の 噴 出 方 向 Ｅ １ は  
、 第 ２ の 噴 出 方 向 Ｅ ２ に 垂 直 に 延 在 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ガ ス 粉 末 混 合 物 １ ２ が 横 方 向 に 噴 出 さ れ る よ う に 第 １ の 出 口 開 口 部 １ １ を 第 １ の 側 壁 ４  
１ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 側 壁 ４ ２ に 設 け る こ と で 、 気 腫 が 形 成 さ れ る リ ス ク を 軽 減 す る 。  
さ も な け れ ば 、 気 腫 は 、 加 圧 さ れ 汚 染 さ れ た 空 気 お よ び 細 菌 が 浸 透 す る こ と に よ っ て 引 き  
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起 こ さ れ る お そ れ が あ る 。 気 腫 の リ ス ク を さ ら に 軽 減 す る た め に 、 ノ ズ ル 要 素 １ は 、 好 ま  
し く は 基 体 ２ の 端 部 領 域 Ｅ ま で 延 在 す る 少 な く と も １ つ の 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル の 少 な く と も  
一 部 を 提 供 す る 。
　 基 体 ２ の 端 部 領 域 Ｅ は 、 前 側 Ｆ か ら 長 尺 方 向 Ｌ に 沿 っ て 延 在 す る 第 １ の 長 さ Ｌ １ を 有 し  
、 こ の 長 さ は 、 第 １ の 側 壁 ４ １ と 第 ２ の 側 壁 ４ ２ と の 間 で 長 尺 方 向 Ｌ に 垂 直 な 方 向 に 測 定  
さ れ る ノ ズ ル 要 素 １ の 幅 Ｗ の 最 大 １ ０ 倍 、 好 ま し く は 最 大 ５ 倍 、 最 も 好 ま し く は ２ ． ５ 倍  
で あ る 。 好 ま し く は 、 第 １ の 出 口 開 口 部 １ １ は 、 端 部 領 域 Ｅ 内 で 第 １ の 側 壁 ４ １ お よ び ／  
ま た は 第 ２ の 側 壁 ４ ２ に 設 け ら れ る 。 さ ら に 、 基 体 ２ の 前 側 Ｆ は 、 先 端 、 す な わ ち 尖 っ た  
端 部 と し て 形 成 さ れ る こ と が 想 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 例 え ば 、 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル は 、 基 体 ２ の 内 部 に 組 み 込 ま れ る 。 さ ら に 好 ま し く は 、 基 体  
２ の 外 面 Ａ 、 特 に 第 １ の 側 壁 ４ １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 側 壁 ４ ２ の 外 面 Ａ は 、 圧 力 解 放 チ  
ャ ネ ル の 少 な く と も 一 部 を 提 供 す る た め に 第 １ の 凹 部 Ｓ １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 凹 部 Ｓ ２  
を 設 け る よ う に 形 成 さ れ る こ と が 想 定 さ れ る 。 特 に 、 歯 根 ３ ／ 歯 齦 ４ の 表 面 と 、 第 １ の 凹  
部 Ｓ １ に あ る 第 １ の 側 壁 ４ １ の 表 面 ／ 第 ２ の 凹 部 Ｓ ２ に あ る 第 ２ の 側 壁 ４ ２ の 表 面 と が 、  
ノ ズ ル 要 素 １ の 使 用 中 に 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル 全 体 を 形 成 す る こ と を 構 想 で き る 。 特 に 、 圧 力  
解 放 チ ャ ネ ル を 用 い る こ と に よ っ て 、 歯 周 ポ ケ ッ ト ７ の 圧 力 を 首 尾 よ く ３ ０ ％ 低 下 さ せ ら  
れ る こ と を 示 す こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ は 、 第 ２ の 好 適 な 実 施 形 態 に よ る ノ ズ ル 要 素 １ を い く つ か の 異 な る 斜 視  
図 で 示 し た も の で あ る 。 ノ ズ ル 要 素 １ は 、 図 １ に 示 し た ノ ズ ル 要 素 １ と 概 ね 同 じ だ が 、 第  
１ の 凹 部 Ｓ １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 凹 部 Ｓ ２ を 溝 １ ４ と し て 、 特 に Ｖ 字 型 の 溝 １ ４ と し て  
追 加 で 明 記 し て い る 。 さ ら に 、 ノ ズ ル 要 素 １ は 、 ノ ズ ル 要 素 を ハ ン ド ピ ー ス （ 図 示 せ ず ）  
に 可 逆 的 に 装 着 す る た め の 装 着 区 分 ３ ０ を 有 し 、 ハ ン ド ピ ー ス は 、 粉 末 ガ ス 混 合 物 １ ２ お  
よ び ／ ま た は 流 体 ２ ２ を 発 生 さ せ 、 供 給 し 、 特 に 粉 末 ガ ス 混 合 物 １ ２ お よ び 流 体 ２ ２ が 適  
切 な 圧 力 に な る よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 好 ま し く は 、 ノ ズ ル 要 素 ２ は 、 ノ ズ ル 要 素 １ を ハ ン ド ピ ー ス （ 図 示 せ ず ） に 接 続 す る た  
め の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 形 成 す る 装 着 区 分 ３ ０ を 含 む 。 例 え ば 、 装 着 区 分 ３ ０ は 、 第 １ の  
チ ャ ネ ル １ ０ お よ び 第 ２ の チ ャ ネ ル ２ ０ の 漏 斗 形 の 部 分 を 含 む 。 さ ら に 、 装 着 区 分 ３ ０ は  
、 基 体 ２ に 隣 接 し て い る 。 と り わ け 、 基 体 １ は 、 第 １ の 側 壁 ４ １ お よ び 第 ２ の 側 壁 ４ ２ が  
互 い に 概 ね 平 行 に な る よ う に 、 好 ま し く は 互 い に 相 対 す る 第 １ の 側 壁 ４ １ と 第 ２ の 側 壁 ４  
２ と に よ っ て 画 成 さ れ る 。 「 概 ね 平 行 」 と は 、 こ こ で は 第 １ の 側 壁 ４ １ と 第 ２ の 側 壁 ４ ２  
と の 間 の 傾 斜 角 が １ ５ ° 未 満 、 好 ま し く は ５ ° 未 満 で あ る こ と を 意 味 す る 。 そ れ と は 対 照  
に 、 装 着 区 分 ３ ０ に あ る 第 １ の 側 壁 ４ １ お よ び 第 ２ の 側 壁 ４ ２ は 、 第 １ の 側 壁 ４ １ と 第 ２  
の 側 壁 ４ ２ と の 間 の 傾 斜 角 が １ ５ ° よ り も 大 き く な る よ う に 配 置 さ れ る 。 例 え ば 、 長 さ Ｌ  
Ｂ を 有 す る 基 体 ２ は 、 概 ね ５ ～ １ ５ ｍ ｍ 、 好 ま し く は １ ０ ｍ ｍ に わ た っ て 長 尺 方 向 Ｌ に 沿  
っ て 延 在 し 、 ノ ズ ル 要 素 １ の 全 長 Ｌ Ｔ は 、 概 ね １ ０ ～ ３ ０ ｍ ｍ で あ り 、 好 ま し く は ２ ０ ｍ  
ｍ で あ る 。 特 に 、 長 尺 方 向 Ｌ に 沿 っ て 測 定 さ れ る ノ ズ ル 要 素 １ の 全 長 Ｌ Ｔ に 対 す る 基 体 ２  
の 長 さ Ｌ Ｂ の 比 率 は 、 ０ ． ４ ～ ０ ． ６ で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 特 に 、 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル は 、 少 な く と も 基 体 ２ の 端 部 領 域 Ｅ か ら ノ ズ ル 要 素 ２ の 装 着 区  
分 ３ ０ ま で 延 在 す る 。 基 体 ２ に 圧 力 解 放 チ ャ ネ ル の 部 分 を 形 成 す る た め 、 長 尺 方 向 に 沿 っ  
て 直 線 状 に 延 在 す る 溝 １ ４ が 設 け ら れ 、 こ の 溝 は 、 好 ま し く は 第 １ の チ ャ ネ ル １ ０ の 中 心  
と 第 ２ の チ ャ ネ ル ２ ０ の 中 心 と の 間 に 、 長 尺 方 向 Ｌ に 垂 直 な 方 向 に 位 置 し て い る 。 さ ら に  
、 溝 １ ４ は 、 第 １ の 側 壁 ４ １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 側 壁 ４ ２ に 組 み 込 ま れ る か 、 第 １ の 側  
壁 ４ １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 側 壁 ４ ２ の 湾 曲 に よ っ て 形 成 さ れ る こ と が 想 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 し た ノ ズ ル 要 素 １ 、 特 に 基 体 ２ は 、 外 面 Ａ に 配 置 さ れ た 目 印 要 素 １  
３ を 有 す る 。 そ の た め 、 基 体 ２ が 使 用 中 に 歯 周 ポ ケ ッ ト ７ の 中 に ど れ だ け 挿 入 さ れ た か を  
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監 視 す る こ と が 有 利 に 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 好 適 な 実 施 形 態 に よ る ノ ズ ル 要 素 １ の 概 略 断 面 図 で あ る 。 と り  
わ け 、 図 ４ に 示 し た 断 面 は 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 し た ノ ズ ル 要 素 １ に よ っ て 実 現 さ れ 得 る  
。 と り わ け 、 こ の 断 面 図 は 、 基 体 ２ の 外 面 Ａ が 、 使 用 中 に 歯 根 ３ の 表 面 に 同 時 に 接 触 で き  
る 少 な く と も ２ つ の 接 触 点 Ｃ を 含 む こ と を 示 し 、 環 状 方 向 Ｕ に 沿 っ た ２ つ の 接 触 点 Ｃ の 間  
で は 、 第 １ の 側 壁 ４ １ の ２ つ の 接 触 点 ２ の 間 に は 第 １ の 凹 部 Ｓ １ が 設 け ら れ 、 か つ ／ ま た  
は 第 ２ の 側 壁 ４ ２ で の ２ つ の 接 触 点 Ｃ の 間 に は ４ ２ 第 ２ の 凹 部 Ｓ ２ が 設 け ら れ る 。 と り わ  
け 第 １ の 凹 部 Ｓ １ は 、 第 １ の 凹 部 Ｓ １ の 領 域 に あ る 第 １ の 側 壁 ４ １ の 外 面 Ａ と 、 第 １ の 側  
壁 ４ １ に あ る ２ つ の 接 触 点 Ｃ の 間 の 想 像 上 の 第 １ の 直 線 ５ １ と が 境 界 と な る 、 ま た は こ の  
両 者 で 画 成 さ れ る 。 同 じ よ う に 、 第 ２ の 凹 部 Ｓ ２ は 、 第 ２ の 凹 部 Ｓ ２ の 領 域 に あ る 第 ２ の  
側 壁 ４ ２ の 外 面 Ａ と 、 第 ２ の 側 壁 ４ ２ に あ る ２ つ の 接 触 点 Ｃ の 間 の 想 像 上 の 第 ２ の 直 線 ５  
２ と が 境 界 と な る 、 ま た は こ の 両 者 で 画 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 さ ら に 、 第 １ の 凹 部 Ｓ １ に は 第 １ の 側 壁 ４ １ の 第 １ の 表 面 ６ １ を 割 り 当 て る こ と が 可 能  
で 、 第 ２ の 凹 部 Ｓ ２ に は 第 ２ の 側 壁 ４ ２ の 第 ２ の 表 面 ６ ２ を 割 り 当 て る こ と が 可 能 で あ り  
、 ノ ズ ル 要 素 １ の 合 計 表 面 に 対 す る 第 １ の 表 面 Ｓ １ と 第 ２ の 表 面 Ｓ ２ と の 和 の 比 率 の 値 は  
、 １ ～ ２ ０ ％ 、 好 ま し く は ２ ～ １ ５ ％ 、 最 も 好 ま し く は ３ ～ １ ０ ％ で あ る か 、 あ る い は ほ  
と ん ど の 場 合 は ７ ％ で さ え あ る 。 そ の た め 、 安 定 し た ノ ズ ル 要 素 １ を 製 造 で き 、 ノ ズ ル 要  
素 １ は 、 依 然 と し て 可 能 な 限 り 小 さ く 設 計 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 さ ら に 、 第 １ の 凹 部 Ｓ １ に は 第 １ の 側 壁 ４ １ の 第 １ の 表 面 ６ １ を 割 り 当 て る こ と が 可 能  
で 、 第 ２ の 凹 部 Ｓ ２ に は 第 ２ の 側 壁 ４ ２ の 第 ２ の 表 面 ６ ２ を 割 り 当 て る こ と が 可 能 で あ り  
、 表 面 Ｓ １ と Ｓ ２ と の 和 は 、 ０ ． ０ １ ～ １ ｍ ｍ ２ 、 好 ま し く は ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ８ ｍ ｍ ２ で  
あ り 、 最 も 好 ま し く は ０ ． ０ ３ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ ２ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 さ ら に 、 長 尺 方 向 Ｌ に 垂 直 な 断 面 に 、 基 体 ２ は 、 第 １ の 側 壁 ４ １ と 第 ２ の 側 壁 ４ ２ と の  
間 に 最 短 距 離 Ｉ を 有 し 、 こ の 最 短 距 離 は 少 な く と も ０ ． ２ ｍ ｍ で あ り 、 か つ ／ ま た は 第 １  
の 凹 部 Ｓ １ は 、 ２ つ の 接 触 点 Ｃ の 間 に あ る 第 １ の 側 壁 ４ １ と 想 像 上 の 第 １ の 線 ５ １ と の 間  
に 第 １ の 凹 部 の 最 大 深 さ ｄ １ を 有 し 、 第 ２ の 凹 部 Ｓ ２ は 、 接 触 点 Ｃ の 間 に あ る 第 ２ の 側 壁  
４ ２ と 想 像 上 の 第 ２ の 線 ５ ２ と の 間 に 第 ２ の 凹 部 の 最 大 深 さ ｄ ２ を 有 す る 。 想 像 上 の 第 １  
の 線 ５ １ と 想 像 上 の 第 ２ の 線 ５ ２ と の 間 の 合 計 距 離 Ｄ Ｔ に 対 す る 第 １ の 凹 部 の 深 さ ｄ １ と  
第 ２ の 凹 部 の 深 さ ｄ ２ と の 和 の 比 率 の 値 は 、 ０ ． １ ～ ０ ． ９ 、 好 ま し く は ０ ． ２ ～ ０ ． ５  
、 最 も 好 ま し く は ０ ． ３ ～ ０ ． ４ ５ で あ る か 、 あ る い は ほ と ん ど の 場 合 は ０ ． ３ ７ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 好 適 な 実 施 形 態 に よ る ノ ズ ル 要 素 １ の 概 略 断 面 図 で あ る 。 と り  
わ け 、 図 ５ に 示 し た ノ ズ ル 要 素 １ は 、 第 １ の 導 管 ７ １ お よ び 第 ２ の 導 管 ７ ２ を 備 え 、 第 １  
の 導 管 ７ １ は 第 １ の チ ャ ネ ル １ ０ を 形 成 し 、 第 ２ の 導 管 ７ ２ は 第 ２ の チ ャ ネ ル ２ ０ を 形 成  
す る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 １   ノ ズ ル 要 素
　 ２   基 体
　 ３   歯 根
　 ４   歯 齦
　 ７   歯 周 ポ ケ ッ ト
　 ８   底 部
　 １ ０   第 １ の 供 給 チ ャ ネ ル
　 １ １   第 １ の 出 口 開 口 部
　 １ ２   粉 末 ガ ス 混 合 物
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　 １ ３   目 印
　 １ ４   溝
　 ２ ０   第 ２ の 供 給 チ ャ ネ ル
　 ２ １   第 ２ の 出 口 開 口 部
　 ２ ２   流 体
　 ３ ０   装 着 区 分
　 ４ １   第 １ の 側 壁
　 ４ ２   第 ２ の 側 壁
　 ５ １   想 像 上 の 第 １ の 直 線
　 ５ ２   想 像 上 の 第 ２ の 直 線
　 ６ １   第 １ の 表 面
　 ６ ２   第 ２ の 表 面
　 ７ １   第 １ の 導 管
　 ７ ２   第 ２ の 導 管
　 Ｓ １   第 １ の 凹 部
　 Ｓ ２   第 ２ の 凹 部
　 ｄ １   第 １ の 凹 部 の 深 さ
　 ｄ ２   第 ２ の 凹 部 の 深 さ
　 Ｉ   最 短 距 離
　 Ａ   外 面
　 Ｅ   端 部 領 域
　 Ｅ １   第 １ の 噴 出 方 向
　 Ｅ ２   第 ２ の 噴 出 方 向
　 Ｆ   前 （ 遠 位 ） 側
　 Ｄ Ｔ   合 計 距 離
　 Ｗ   幅
　 Ｌ   長 尺 方 向
　 Ｌ １   第 １ の 長 さ
　 Ｌ Ｔ   全 長
　 Ｌ Ｂ   基 体 の 長 さ
　 Ｃ   接 触 点
　 Ｕ   環 状 方 向
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】



10

20

30

40

50

JP 7596285 B2 2024.12.9(13)

【 図 ５ 】



10

JP 7596285 B2 2024.12.9(14)

フロントページの続き

(74)代理人　 100082418
弁理士　山口  朔生

(74)代理人　 100167601
弁理士　大島  信之

(74)代理人　 100201329
弁理士　山口  真二郎

(74)代理人　 100220917
弁理士　松本  忠大

(72)発明者　 フローラン  ベアニ
フランス、０１１７０、ジェクス、シュマン  デ  ガラ、１０４０

(72)発明者　 ティアゴ  ベルトローテ
スイス、１２１８、ル  グラン－サコネ、シュマン  ド  レルセ、２３

(72)発明者　 マルセル  ドネ
フランス、０１６３０、サン  ジャン  ド  ゴンヴィル、  ルート  ド  シュダン、４８５

(72)発明者　 マキシム  フルニエ
スイス、１０１０、ローザンヌ、シュマン  ド  ベレ、６０

(72)発明者　 ルブルトン  エチエンヌ
スイス、１０２３、クリシエ、シュマン  ド  サレット、６

審査官　 望月  寛
(56)参考文献 国際公開第２０１４／１３６８４７（ＷＯ，Ａ１）

特表２００７－５３３３３３（ＪＰ，Ａ）
(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)

Ａ６１Ｃ      ３／０２５


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

